
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 大浜小プライド わが校のじまん、宝物（大切にしているもの 伝統や文化他） 

    

 

  これは、平成 9 年に第 22 代校長に就任された樫村威純先生の言葉で、20 年以上受け継がれている

大浜小学校の合い言葉です。そして、大浜小には、宝物として大事にしているものが３つあります。 

【 元気なあいさつ ～だれにでも、どこででも～ 】 

 

 

 

 

 

 

 

【 美しく潤いのある環境 ～環境ＩＳＯの取組を中心に～ 】 

 

 

 

 

 

 

 

【 あたたかいまち ～保護者・地域と一体になった教育活動～ 】 

 

 

 

 

 

 

玉名市立大浜小学校 学級数  ８学級 

児童数 １３１名 

玉名市小中一貫教育…玉名市は全小中学校で小中一貫教育を進めています。 

◇有明中学校区教育目標 

 夢の実現に向けて、確かな学力、豊かな心、健康・体力を身につけた児童生徒の育成 

◇有明中学校区でめざす子ども像 

 あ 明るくあいさつを交わし、思いやりあふれる児童生徒 

 り 理想を高く持ち、自ら学び、高め合う児童生徒 

 あ 安全と健康に心がけ、体力づくりに励む児童生徒 

 け 謙虚な心で、粘り強く努力する児童生徒 

 

 「おはようございます。」朝、大浜に響く子どもたちの大きな声。 

 大浜小の誇りです。地域の方からも、｢大浜小の子どもたちのあ

いさつは元気がいい｡｣とお褒めの言葉を頂きます。登校してきた子

どもたちは、出会った先生だけでなく、職員室の先生にもあいさつ

をして教室に入ります。元気なあいさつが、活気に満ちた学校づく

りと一人一人の充実した学校生活を支えています。 

 ｢大浜っ子環境宣言｣をして、環境ＩＳＯに取り組んでいます。児

童、教職員、ＰＴＡがそれぞれの立場で、分別回収や美化作業など、

美しく潤いのある学習環境づくりを進めています。毎日の掃除で

は、｢無言掃除｣に取り組んで「５つの心」(我慢する心･思いやりの

心･発見する心･感謝する心･正直な心)を育てることを目指してい

ます。大浜小のよき伝統として、今後も受け継いでいきます。 

 これは祖父母参観の一場面です。平日にも関わらず、８０人以上

の参加がありました。大浜小は、入学式や運動会、ビーチバレー、

ふれあいフェスタなど、様々な学習や体験活動を、保護者･地域と

一体となって取り組んでいる｢地域とともにある学校｣です。学校･

保護者･地域が、知恵を出し合い、手を取り合い、つながり合って

｢子育て｣という一大事業に取り組んでいます。 



２ 学校教育目標（こんな学校を目指します） 

夢の実現に向けて、確かな学力、豊かな心、健康・体力を身につけた児童生徒の育成 

【校訓】 やさしく かしこく たくましく 

３ めざす子ども像（こんな子どもを育てます） 

○あ  明るくあいさつを交わし、思いやりあふれる児童生徒 

  ○り  理想を高く持ち、自ら学び、高め合う児童生徒 

  ○あ  安全と健康に心がけ、体力づくりに励む児童生徒 

  ○け  謙虚な心で、粘り強く努力する児童生徒 

４ 教育活動の実践・重点事項等（そのために、こんなことをしていきます） 

 

 
【 確かな学力の育成 】 

 有中校区グランドデザインをもとに、校内研では｢主体的に学習に取り組み、互いに学び合う児童の

育成｣をテーマに設定し、｢分かる･楽しい授業｣と｢主体的･対話的で深い学び｣をキーワードに授業改善

に取り組んでいます。また、読書活動にも力を入れており、学年ごとに年間目標冊数(低:120冊、中:105

冊、高:90冊)を設定して、多読賞の表彰や読み聞かせなど様々な取組を実施しています。 

【 豊かな心の育成 】 

｢主体的な態度と自他の命を大切にする心の醸

成｣をキーワードに、道徳科の授業改善や保護者

や地域人材を活用した様々な体験活動に力を入

れています。 

【 健康･体力の育成 】 

 これは、ハンドボール教室の一場面です。今年

は、｢運動を楽しめる場の工夫｣をキーワードに取

り組んでいます。また、ノーメディアデーなど小

中一貫の保健指導にも力を入れています。 

 

有中校区小中一貫教育部会(公開授業) ボランティアによる読み聞かせ 

ふれあいフェスタ 国際スポーツ大会普及事業 


